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一
一
第
日
回
国
民
体
育
大
会
は
、
い
よ
い
よ
来
る
叩
月
刊
日
か
ら
ひ
一

一
ら
か
れ
ま
す
。
本
市
で
の
ラ
グ
ビ
ー
競
技
は
印
日
か
ら
、
パ
レ
一

一
l
ボ

l
ル
競
技
は
お
日
か
ら
試
合
が
開
始
さ
れ
ま
す
σ

小

富山県魚津市役所

関口長

(
写
真
は
大
会
を
待
つ
市
営
コ
1
ト
〉

一
学
校
、
大
町
小
学
校
体
育
館
で
行
う
こ

一
と
に
な
り
ま
す
。

一
ま
た
大
会
期
間
中
は
、
二
十
日
は
天
一
側

一
皇
、
皇
后
両
陛
下
が
当
市
を
お
通
過
に
一
柳

一
な
り
ま
す
。
二
十
一

B
に
は
秩
父
宮
妃
一
縦

一
殿
下
が
、
ラ
グ
ビ
ー
の
魚
津
高
校
、
バ

一側

一レ

l
ポ
ー
ル
の
市
営
コ

1
ト
に
約
一
時
一
側

天
の
と
き
と
変
り
ま
せ
ん
が
、
パ
レ

l

一
間
半
に
わ
た
っ
て
、
競
技
を
と
覧
に
な
一
問

ボ

l
wは
、
魚
津
高
体
育
舘
、
村
木
小
一
る
こ
と
に
怠
っ
て
お
り
ま
す
。

明

千
二
百
の
精
鋭
ヤ
迎
え
て

開
会
式
は
富
山
県
営
陸
上
競
技
場
で

十
月
十
九
日
に
華
や
か
に
開
幕
さ
れ
、

そ
の
あ
と
県
下
の
各
会
場
で
そ
れ
ぞ
れ

の
競
技
が
開
始
さ
ま
す
。

本
市
の
ラ
グ
ビ
ー
競
技
陪
一
般
八
チ

ー
ム
、
高
校
二
ハ
チ
l
ム、

パ
ν
l
ボ

}
ル
競
技
は
一
般
一

O
チ
l
ム
、
高
校

男
子
四
六
チ
l
ム
、
あ
わ
せ
て
八

O
チ

}
ム
、
お
よ
そ
千
二
百
人
の
選
手
が
参

加
し
て
、
バ
レ

l
は
市
営
パ
レ

l
コ
ー

ト
、
ラ
グ
ビ
ー
は
魚
津
高
校
、
東
部
中

学
校
西
部
中
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
行
わ

れ
ま
す
。

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
の
開
始
式
は
市

営
コ

l
卜
で
二
十
日
午
前
八
時
半
か
ら

役
員
、
選
手
、
来
賓
が
多
数
参
加
し
て

開
始
さ
れ
ま

す
。
ラ
グ
ビ

ー
競
技
は
、

十
九
日
か
ら

そ
れ
ぞ
れ
の

グ
ラ
ウ

ン
ド

で
試
合
が
姶

る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

な
お
雨
天

の
場
合
は
ラ

グ
ビ

ー
は
晴
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一戸レハ〆
l
w
拙
腕
投
に
熱
戦

全
市
民
あ
げ
て

心
か
ら
歓
迎
乙
よ
、
フ

国
体
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、
ラ
グ
ビ
ー

競
技
は
当
市
で
華
々
し
ぐ
二
十
日
か
ら

ひ
ら
か
れ
ま
す
。

競
技
に
参
加
す
る
選
手
は
お
よ
そ
千

二
百
人
に
の
ぼ
り
ま
す
が
、
十
六
日
に

は
一
部
選
手
が
到
着
し
ま
す
。
十
七
日

か
ら
電
鉄
魚
津
駅
、
国
鉄
魚
津
駅
に
受

付
案
内
所
が
設
け
ら
れ
、
係
員
や
婦
人

会
員
が
こ
れ
に
あ
た
る
乙
と
に
な
っ
て

一
前
夜
祭
一

ぜ
り
込
み
蝶
六
μ

な
ど
盛
大
に

村
木
小
学
校
庭
で

小
学
校
で
監
督
会
議
が
あ
り
ま
す
が
、

そ
の
あ
と
七
時
半
か
ら
お
よ
そ
二
時
間

に
わ
た
っ
て
行
う
も
の
で
す
。
青
年
団

保
存
会
、
婦
人
会
が
ゴ
一
隊
に
分
科
、
商

百
街
を
中
心
に
「
な
が
し
」
を
行
い
、

村
木
小
学
校
校
庭
に
集
る
計
画
が
た
て

ら
れ
、
各
地
区
の
婦
人
会
、
青
年
間
で

は
熱
心
な
練
習
が
毎
夜
行
わ
れ

τい
ま

す。

い
ま
す
。
ま
た
大
会
期
間
中
は
、
青
年

団
員
、
ボ
ー
イ
ヌ
カ
ウ
ト
は
警
備
に
婦

入
会
員
は
個
人
宿
舎
の
選
手
の
食
事
や

寝
呉
の
世
話
、
ラ
グ
ビ
ー
選
手
の
ユ
ニ

ホ
ー
ム
の
洗
濯
な
ど
に
、
そ
の
ほ
か
教

職
員
、
市
職
員
拡
総
出
で
接
伴
、
宿
舎

輸
送
、
チ
ー
ム
案
内
に
お
た
る
よ
う
万

全
の
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
口

選
手
、
役
員
の
宿
舎
に
つ
い
て
は
旅

舘
だ
け
で
は
足
り
ず
心
配
さ
れ
て
い
ま

し
た
が
、
個
人
住
宅
の
自
発
的
な
申
込

み
に
よ
っ
て
1

宿
舎
の
割
当
も
完
了
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
σ
大
会
に
ほ
全

国
か
ら
集
る
多
く
の
選
手
、
一
般
客
を

迎
え
、
魚
津
の
印
象
を
よ
い
も
の
に
す

る
た
め
、
ま
た
夏
季
大
会
で
好
評
だ
っ

た
富
.
山
県
を
な
お
一
層
、
な
じ
み
深
い

も
の
に
す
る
た
め
、
関
係
者
は
も
と
よ

り
、
全
市
民
が
こ
ぞ
っ
て
心
か
ら
歓
迎

す
る
よ
う
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

「国体旗民間iこ通過一
一一戸毎に旗、拍手で迎えまLょう一_，

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は

大
人
一

O
O園

国
体
入
場
料
に
つ
い
て
は
、
関
係
者

が
協
議
し
た
結
果
、
次
の
よ
う
に
な

P

ま
レ
た
。

。
魚
津
会
場
の
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技
場

入
場
料
は
、
大
人
一

O
O円
、
高
桜

生
五

O
円
、
中
学
生
、
小
学
生
は
三

O
円
で
ラ
グ
ビ
ー
プ
ツ
L
b
ポ
ー
ル
の

入
場
料
は
無
料
で
す
φ

O
十
九
日
の
大
会
式
(
富
山
)
の
入
場

に
つ
い
て
は
乙
の

S
E
B
E
s
t
-

機
会
に
広
く
市
民

I
l
-
-

の
皆
さ
ん
に
参
観
一
玉
一
喝
岬
ー

し
て
い
た
だ
き
た

E
I
』

4

い
の
で
す
が
、
県

S
E
t
t
S
3

営
競
技
場
の
収
容
人
員
が
限
ら
れ
て

お
り
、
人
口
比
に
よ
っ
て
配
分
さ
れ

ま
し
た
。
当
市
に
は
七
九
二
枚
配
分

さ
れ
ま
し
た
が
、
人
口
割
を
も
っ
て

広
報
員
を
通
じ
て
配
布
さ
れ
ま
し

た。高
校
野
球
入
場
券

高
校
野
球
入
場
の
前
売
券
(
毎
日
一

八
O
枚
、
計
九

O
O枚
)
は
、
さ
き
に

人
口
制
で
各
地
区
に
配
分
さ
れ
ま
し
た

国
民
体
育
大
会
旗
一
す
。
一
区
間
の
隊
員
は
、
先
頭
隊
二
人

リ
レ
ー
は
、
十
月
四
一
隊
長
一
人
、
大
会
旗
奉
持
者
六
人
、
護

日
に
昨
年
開
催
地
の
一
衛
隊
十
二
人
の
合
計
二
十
一
人
で
編
成

静
岡
県
を
出
発
し
て
一
し
、
リ
レ
ー
す
る
こ
と
に
な
っ
て
お
り

愛
知
県
、
岐
車
県
を
一
ま
す
。

経
て
十
月
十
一
日
に
一
市
民
の
皆
さ
ん
、
大
会
旗
が
通
過
す

富

山
県
猪
谷
に
入
一
る
と
き
は
拍
手
で
迎
え
、
心
か
ら
歓
迎

り
、
県
内
を
一
巡
し
一
レ
て
く
だ
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

て
十
月
十
九
日
、
富
一
ま
た
戸
毎
に
日
の
丸
の
旗
を
か
か
げ
ま

山
県
営
陸
上
競
技
場
一
し
よ
う
。

の
開
会
式
場
に
到
着
一
市
内
順
路
と
時
間

す
る
乙
と
に
な
っ
て
一
十
月
十
二
日

い
ま
す
0

・

一
①
笹
津
|
上
市
|
滑
川
市
と
リ
レ
さ

魚
津
市
へ
は
、
十
一
れ
た
大
会
旗
は
、
一

O
時
二
六
分
に

月
十
ニ
日
と
十
三
日
一
月
形
橋
で
滑
川
市
か
ら
受
け
つ
ぎ
、

に
通
過
し
ま
す
が
、
一
上
中
島
小
学
校
前
へ
リ
レ

1
H
所
要

リ
レ
ー
に
は
一
般
、
一
時
間
一
四
分

青
年
団
、
高
校
生
、
一
①
上
中
島
小
学
校
前
(
一

O
、四

O
V

中
学
生
二
三
一
名
が
一
↓
住
吉
小
学
校
前
日
時
間
一
三
分

参
加
し
て
行
わ
れ
ま
一
①
住
吉
小
学
校
前
(
一

O
、
五
一ニ)

国

体

歓

迎

の

装

飾

市

民

の

ご

協

力

を

沿

願

い

大
会
に
参
加
す
る
選
手
や
役
員
を
歓
一

迎
す
る
方
法
、
ま
た
競
技
場
内
外
の
装
一

飾
に
つ
い
て
は
、
い
ろ
い
ろ
と
関
係
者
一

之
協
議
さ
れ
た
結
果
、
次
の
よ
う
に
な
一

り
ま
し
た
の
で
皆
さ
ん
の
ご
協
力
を
お
一

願
い
し
ま
す
。

し
歓
迎
塔
は
魚
津
駅
、
電
鉄
魚
津
駅

東
部
中
学
校
前
、
西
部
中
学
校
前
に

た
℃
る
。

つ
ム
懸
垂
幕
は
村
木
小
学
校
、
国
体
事

務
局
に
つ
る
す
。

3

市
内
各
一戸に
は
t
き
る
だ
け
提
灯

と
国
旗
、
国
体
旗
ほ
あ
げ
る
よ
う
に

市
民
の
皆
さ
ん
に
と
協
力
を
お
願
い

す
る
と
と
も
に
、
乙
の
購
入
に
つ
い

ハ
写
真
は
歓
迎
用
提
灯
〉

て
は
、
広
報
員
を
通
じ
希
望
を
取
ま

と
め
一
括
注
文
す
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
乙
れ
は
お
手
許
に
十
三
日
頃

つ
く
予
定
で
す
。

ι
商
庖
街
の
装
飾
に
つ
い
て
は
、
各

町
内
会
等
で
話
し
合
い
が
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
が
、
横
断
紅
白
幕
、
提
灯
、

旗
、
横
断
歓
迎
板
、
万
国
旗
等
、
特

徴
あ
る
計
画
が
た
て
ら
れ
て
い
る
よ

う
で
す
。

O
小
旗
ハ
紙
)
は
市
内
印
刷
所
で
販
売

旗
リ
レ

l
、
両
陛
下
の
行
幸
啓
の
折

に
使
用
す
る
歓
迎
用
の
小
旗
ハ
紙
の
旗

)
は
市
内
の
印
刷
所
に
販
売
し
忘
引

ま
す
か
色
町
内
会
等
官
、

.と
り
ま
と
め

て
注
文
さ
れ
る
乙
と
は
好
都
合E

か
と
思

わ
れ
ま
す
か
ら
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

が
、
そ
の
ほ
か
と
く
に
地
元
出
場
校
の

当
市
へ
、
応
援
用
と
し
て
当
日
売
(
窓

口
)
用
の
も
の
が
つ
五

O
O枚
割
当

さ
れ
ま
じ
た
。
そ
の
配
分
に
つ
い
て
内

訳
ほ
次
め
よ
う
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

高
校
野
球
部
後
援
会
員
一

λ
一
枚

七
O
O枚

高
枝
野
球
部
選
手
家
族
五

O
枚

高

校

先

生

分

大

O
枚

甲
子
園
出
場
寄
付
者
ハ
一
万
円
以
上

の
大
口
.分
)
一
人
二
枚

・

六

O
枚

h

q

(

千
円
以
上
の
分
)

一
λ
一
枚

一
三

O
枚

t
i
t
i
s
-
t
t
E
E

市
管
理

9

i

・

分

五

古

代

週

m
凶
門

O
O枚

'
j
v
j

芯
お
市

E
E
S
E
E
$
2
3
3
2
.管
理
分
五

0
0枚
に
つ
い
て
は
、
国
体
募
金
高
額

寄
付
者
及
び
県
人
会
分
と
し
て
二
二

O

枚
、
官
公
街
、
団
体
、
国
体
関
係
役
員

一
五

O
枚
、
来
賓
等
に
二
ニ

O
枚
配
分

す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

大
会
式
の
予
行
は
十
Z
自
民

十
二
日
午
前
九
時
か
ら
、
大
会
式
の

予
行
演
習
が
、
富
山
県
営
陸
上
競
技

場
で
開
催
さ
れ
ま
す
が
、
こ
の
整
理

券
は
大
人
一

O
円
で
、
希
望
者
に
販

売
さ
れ
ま
し
た
。

待
望
の
国
体
を
迎
え
て
、
と
の
機
会

に
魚
津
市
の
民
踊
の
紹
介
と
あ
わ
せ
て

に
ぎ
や
か
な
前
夜
祭
で
、
全
国
か
ら
集

っ
た
選
手
た
ち
を
お
通
え
し
よ
う
と
婦

人
会
、
青
年
団
、
民
謡
保
存
会
が
中
心

と
な
っ
て
「
し
ん
き
ろ
う
お
ど
り
」
「

魚
津
音
頭
」
「
せ
り
込
み
蝶
六
」
を
踊

る
ζ

と
に
な
瞬
ま
し
た
。

乙
れ
ば
十
月
十
八
唱
午
後
か
ら
村
木

↓
市
役
所
前
日
時
間
九
分

④
市
役
所
前

三
一
、

O
二
)
↓
西

部
中
学
校
前
日
時
間
二
ハ
分

⑤

西

部

中
学
校
前
三
一
、
一
八
〉

↓
上
村
木
十
字
路
H
時
間
九
分

⑥
上
村
木
十
字
路

三
一
、
二
七
〉

↓
東
部
中
学
校
前
H
時
間
六
分

①
東
部
中
学
校
前
三
一
、
三
三
)

↓
片
貝
橋

u時
間
一
五
分

十
月
十
三
日

@
黒
部
市
で
一
泊
し
、
宇
奈
月

l
朝
日

町
を
経
て
、
再
び
黒
部
市
に
リ
レ
ー

さ
れ
た
大
会
旗
は
、
落
合
橋
で
九
時

三
二
分
に
受
け
つ
ぎ
道
下
小
学
校
ま

で
日
時
間
一
八
分

，

①

道

下

小

学
校
前
(九
、
五

O
〉
↓

村
木
十
字
路
H
時
間
二
二
分

@
村
木
十
字
路
(
一

O
、

O
一
ニ
〉
↓

水
族
館
前
日
時
間
一

O
分

@
水
族
舘
前

月一一

O
、
コ
ニ
〉
↓
早
月

橋
H
時
間
一
九
分

と
れ
に
先
だ
ち
犬
会
旗
リ
レ
ー
の
模
擬

リ
レ
ー
は
去
る
九
月
二
十
日
行
な
わ
れ

ま
し
た
が
、
隊
員
の
熱
心
な
協
力
に
よ

っ
て
盛
会
り
に
終
了
し
ま
し
た
。

パ
写
真
は
模
擬
リ
レ
l
〉

第
十
三
回
国
民
体
育
大
会

秋
季
大
会
魚
津
会
場
日
程

・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技

会
場
H
市
営
パ
レ
l
コ
l
卜

(
雨
天
の
場
合
、
魚
津
高
校
体
育

館
、
村
木
小
学
校
体
育
館
、
大
町

小
学
校
体
育
館
)

〔
一
般
男
子
〕

二
十
日
(
月
)

開
始
式
八
、
三

O

一
回
戦
(
一
四
、

0
0
)
H
二
試
合

二
十
一
日
(
火
〉

二
回
戦
(
二
二
、
三

O
)
u四
試
合

二
十
二
日
(
水
)

準
決
勝

H
(二
ニ
、
三

O
)
H
二
試
合

二
十
三
日
(
木
)

決
勝
ハ
一

O
、
三

O
)

〔
高
校
男
子
〕

二

十

日

開
始
式
(
八
、
三

O
)

一
回
戦
(
九
、
三

O
)
H
一
四
試
合

二
十
一
日

二
回
戦
(
一
O
、

0
0)H
一
六
誠
合

二
十
二
日

三
回
戦
(
一

O
、

O
O
)
H八
試
合

四
回
戦
H
四
試
合

二
十
三
日

準
決
勝
(
九
、

0
0
)
日
二
試
合

決

勝

三

一

、

三

O
)

A
V
ラ
グ
ビ
ー
競
枝

十
月
十
九
日

ム
魚
津
高
グ
ラ
ウ
ン
ド

試
合
開
始
二
一
、
三

O

社
会
人
日
二
試
合

高
校
B
ブ
ロ
ッ
ク
H
二
試
合

ム
東
中
グ
ラ
ウ
ン
ド

試
合
開
始
二
一
、
三

O

高
校
A
ブ
ロ

ッ
ク
H
二
試
合

。
B
ブ
ロ

ッ
ク
H

一
試
合

社
会
人
口

一
試
合

ム
西
中
グ
ラ
ウ
ン
ド

試
合
開
始
二
一
、
三

O

高
校
A
ブ
ロ
ッ
ク
H
二
試
合

。
B
プ
ロ
ッ
ク
H

一
試
合

社
会
人

u
一
試
合

十
月
二
十
一
日

ム
魚
高
、グ
ラ
ウ
ン
ド

試

合

開

始

二

、

0
0

高
校
B
ブ
ロ
ッ
ク
H
一
試
合

社
会
人
H
二
試
合

ム
東
中
、グ
ラ
ウ
ン
ド

試
合
開
始
一
一
、

0
0

高
校
A
ブ
ロ
ッ
ク
H
二
試
合

。
B
プ
ロ
ッ
ク
H
一
試
合

十
月
二
十
三
日

ム
魚
高
、グ
ラ
ウ
ン
ド

試
合
開
始
九
、

0
0

高
校
A
B
プ
ロ
ッ
ク
H
決
勝

社
会
人
H
決
勝

お

L

ら

常

本
号
を
国
体
特
集

ιし
て
編
集
し
…

…
臨
時
増
刊
号
と
し
ま
し
た
の
で
、
十
一

…
月
一
日
接
行
の
市
広
報
は
休
刊
し
ま
…

…
し
だ
か
ら
お
し
ら
せ
し
ま
す
。



(2) 

村

木

小

学

校
で

(昭和伴9月13日)
第三種郵便物許可

。
黒
部

市
三
島

町
五
さ

路午
後
一

時
三
十
分

か
ら
御
通

過
ま
で
の

問
、
滑
川
、

筒
山
方
聞
に
向
う
諸
車
は

一問
、
魚
津

一
人工
三
さ
路
手
前
で
一
時
停
車
し
て
い
た

一市
方
面
に

一
だ
き
ま
す
。
廻
り
道
は
あ
り
ま
せ
ん
。

一向
う
諸
車

一

O
水
道
制
前
丁
字
路

一
は
、
全
五

一

午
後
一
時
十
五
分
か
ら
御
通
過
ま
で

一
さ
路
よ
り

一
の
閥
、
漁
港
方
面
よ
り
水
族
館
前
、
ま

一県
道
魚
津

一
た
は
、
郵
便
局
方
面
に
向
う
諸
車
は
、
e

一l
l
生
地
線

一
全
丁
字
路
で
一
時
停
車
し
て
い
た
だ
き

一
に
廻
り
道

校
庭
に
は
、
満
八
十
才
以
上
の
高
令
者

一

一

一
ま
す
々
、廻
り
泊
は
あ
り
ま
せ
ん
。

了
レ
て
い
た

と
特
別
奉
迎
者
及
び
市
内
の
小
中
学
生

一

一

約
数
千
名
が
奉
迎
す
る
よ
う
準
備
が
す

一

0
上
村
木
十
字
路

一
だ
け
は
制

す
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

一

午
後
一
時
三
十
分
か
ら
御
通
過
ま
で

一
-
j

;
i

一

一

車
と
は

I
l
l
i
-
-
1
1
1
1
1
1

一
の
問
、
全
十
字
路
よ
り
国
鉄
魚
空

R
I
一

b
道

す

じ

の

一方
面
に
向
う
諸
車
は
、
新
金
屋
町
通
吋

一日
間

1
ド

諸

車

の

交

通

制

限

一

へ

廻

り

道

し

て

い

た

だ

き

ま

す

。

一軍

ど

川

;

ー
ー

一

O
片
員
橋
西
詰
三
さ
路

一
乙
と
で
す

|

御

通

過

の

直

後

に

も

一

一

一

午
後
一
時
三
十
分
か
ら
御
通
過
ま
で

一

注

意

を

|

一
の
閥
、
上
村
木
十
字
路
方
面
に
向
う
諸

一

交
通
の
規
則
に
つ
い
て
は
、
お
召
自

一車
は
、
全
三
さ
路
よ
り
経
団
小
学
校
前

一

動
車
ご
通
過
の
直
前
ま
で
は
、
通
常
の
一
に
、
廻
り
道
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

一

ま
ま
と
し
ま
す
が
、
お
通
り
の
際
に
は

1
1

新
住
吉
町
、
橋
向
町

一
応
次
の
と
お
り
制
限
さ
れ
る
こ
と
に
〉
両
陛
下
が
当
市

へ

お

成

り

に

な

る

当

げ

ま

し

ょ

う

。

.

・

山
ム
八
幡
町
十
字
路
|
魚
津
温
泉
前
十
字

な

り

ま

す

。

~

日

は

、

市

民

の

皆

さ

ん

が

た

く

さ

ん

奉

O
小
い
さ
い
お
子
さ
ん
連
れ
の
場
合

-eE

。
住
吉
三
さ
路
↑
↓
臼
屋
汀
中
川
歯
一
迎
さ
れ
る
た
め
、
大
い
へ
ん
混
雑
す
る
は
、
親
の
手
か
ら
離
れ
な
い
よ
う
注
意

川
島
川
幡

I
、
角
川
町
、
橋
場
町
、
八
代

-
n

j

v

こ

と

が

予

想

さ

れ

ま

す

。

し

て

く

だ

さ

い

。

八

，

、

m

午
制
組
問
一
一
一
…
ト
は

1
御
通
過
ま
~
混
雑
か
ら
、
死
者
や
怪
我
人
を
だ
し

O
前
に
出
ょ
う
と
し
て
、
後
か
ら
押
小
川
屋
川
官
側

b
q十一
…
光
寺
、

.
、
〈
た
二
重
橋
事
件
や
、
新
潟
県
の
弥
彦
神
さ
な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
人
ー

で

の

閥

、

今

ま

で

の

一

方

通

ヲ

区

分

・

・

ム

魚

津

温

喰

前

十

字

路

|

水

族

館

前

H

イ

カ

〉

社

事
件
は
、
私
達
に
と
っ
て
忘
れ
る
こ

O
陛

下

の

お

車

が

近

づ

い

て

も

、

前

~

;

逆
に
な
り
ま
す
o

'

・
上
町
、
角
川
町
、
橋
場
町

ー

〈
と
の
で
き
な
い
惨
事
で
し
た
。
へ
割
り
込
ん
で
出
な
い
よ
う
に
し
て
く
い

富
山
、
滑
川
方
面
か
ら
ほ
吉
三
さ
路
い
こ
の
よ
う
な
混
雑
に
よ
る
事
故
を
な
だ
さ
い
。

V

ム
水
族
館
前
|
水
道
課
前
H

に
き
た
場
合
は
、
川
崎
川
町
滑
り
へ
進
~
く
す
る
た

O
お
召
一
大
町
、
山
町

行
し
、
市
内
か
ら
滑
川

E
1
7面
へ

向

〈

め

、

次

の

お

迎

え

に

は

混

雑

を

さ

け

る

た

め

自

動

巨

.

、

~

ム
金
閣
自
毒
茸
前
T
字
路
!
神
明
町
十

場

合

は

中

川
歯
税
医
院
而
か
ら
、

.

-E
-
カ
~
字
路
日

l

v
よ
う
な
点

.、

御
通
過
後
~

橋
場
、
橋
向
町
を
通
っ
て
市
吉一
に

さ

路

~

に

皆

さ

ん

奉

迎

場

所

を

ま

も

り

ま

し

ょ

う

一

度

に

動

ん

荒

町

、

真

成

寺

町

、

餌

指

町

、

下

新

へ
進
む
よ
う
、
諸
車
吻
一
寸
ノ
通

f
区
分
山
の
協
力
を

く
と
混
雑

い
町
、
東
小
路
、
新
上
猟
師
町

カ

変

更

に

な

り

ま

す

。

…

お

願

い

し

ま

す

。

し

ま

す

か

ら

、

静

か

に

順

序

よ

く

帰

つ

ん

A
神
川
崎
十
字
路
|
文
化
町
通
り
丁
字

。
早
月
橋
西
詰
丁
字
路

九

O
先
ず
各
町
内
、
部
落
ご
と
に
定
め
て
く
だ
さ
い
。

r
w
m
l
判
明
町
、
港
町
、
上
野
方
地
区
、

午
後
零
時
四
十
分
か
ら
御
通
過
ま
で

の
ら
れ
た

奉
迎
場
所
を
ま
も
り
ま
し
ょ
。
飼
犬
は
必
ず
つ
な
い
で
お
き
ま
し
川
文
化
町

の
問
、
滑
川
、

富
山
方
聞
に
向
う
諸
車
い
う
。
町
内
会
長
の
方
は
、
町
内
の
人
達

ょ

う

。

い

ム
文
化
町
通
り
丁
字
路
|
大
沢
商
庖
前

は
、
全
丁
字
路
を
県
道
魚
津
|
上
市
線
~
に
お
迎
え
す
る
場
所
を
徹
底
し
て
く
だ

O
懐
中
物
に
御
用
心
く
だ
守
ぃ
。
ス
…
十
字
路
川

に
廻
り
道
を
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。
い
さ
い
。

リ
カ
目
を
光
ら
せ
て
い
ま
す

J

金
庫
町
村
木
、
金
浦
町
、
下
野
方

ゆ
家
を
留
守
に
さ
れ
る
場
合
は
、
必

い
地
区
、
仰
田
区
、
新
金
屋
町

。
住
吉
三
さ

路

〈

O
お
年
寄
の
方
は
体
が
不
自
由
で
す
ず
一F
紺
り
と
、
火
の
用
心
に
注
意
し
て
ん
ム
村
木
小
学
校
庭
(
二
二
時
三

O
分
|

午
後
一
時
十
分
か
ら
御
通
過
ま
で
の

ナ
刀
ら
、
一
帯
前
へ
出
し
て
座
ら
せ
て
あ

く
だ
さ
い
。

一
三
時
五

O
分
〉

H

.
市
内
小
中
学
校
生
徒
、
高
令
者
、
特

別
奉
迎
者

ム
静
屋
前
十
字
路

l
牧
野
方
前
十
字
路

日
村
木

ム
河
内
カ
マ
ポ
コ
居
前
l
魚
津
駅
前
H

釈
迦
堂
、
カ
ー
バ
イ
ド
社
宅

ム
魚
津
駅
前

l
上
村
木
十
字
路
H

上
村
木
、
片
貝
地
区
、
加
積
地
区
、

天
神
地
区

ム
上
村
木
十
字
路
|
魚
津
高
校
西
側
H

加
積
地
区
、
道
下
地
区

ム
魚
津
高
校
前

l
魚
津
東
部
中
学
校
前

H
加
積
地
区
、
国
体
参
観
者

ム
東
部
中
学
校
東
側
|
江
口
三
文
路
H

江
口
、
青
島
、
仏
間

10月20日

来
る
十
月
十
九
日
か
ら
二
十
三
日
ま
で
の
五
日

間
、
本
県
に
お
い
て
開
催
の
第
十
三
回
国
民
体
育

大
会
へ
の
御
附
仰
と
あ
わ
せ
て
、
県
下
の
産
業
施

設
、
社
会
福
祉
事
業
関
係
な
ど
を
ど
椀
祭
の
た
め

天
皇
、
皇
后
両
陛
下
が
お
そ
ろ
い
で
本
県
に
お
成

り
に
な
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
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秩

父

宮

+
月
=
十
日
〈
一
三
時
=
o
分
頃
)

ム
三
ケ
小
林
方
前
十
字
路
(
二
二
時
二

O
分
)
|
三
ケ
吉
田
方
前
十
字
路
H

三
ケ
部
務
、
川
緑
部
落

ム
三
ケ
一
方
通
行
道
路
l
八
幡
町
吉
田

製
材
所
H

住
吉
部
落
、
下
中
島
地
区
、
上
中
島

地
区
、
新
上
猟
師
町
、
新
塩
屋
町
、

妃

殿

下

二
十
一
日
国
体
魚
津
会
場
へ
お
成
り

秩
父
宮
妃
殿
下
は
、
国
体
を
ご
覧
に

な
る
た
め
富
山
県
に
お
成
り
に
な
り
ま

す
。
妃
殿
下
は
十
月
十
八
日
、

急
行
北

陸
号
で
富
山
へ
お
諸
き
に
な
り
、
十
九

日
、
二
十
日
は
県
西
方
面
の
国
体
会

場
、
二
十

一
日
は
呉
東
方
面
に
お
い
で

に
な
り
ま
す
。
本
市
へ
は
二
十
一
日
、

上
市
中
学
校
で
の
柔
道
競
技
を
ど
覧
に

な
っ
た
あ
と
、

ラ
グ
ビ

ー
会
場
の
魚
津

高
校
へ
二
時
二
五
分
に
お
着
き
に
な
り

お
よ
そ
四
十
分
、
そ
の
あ
と
バ
レ
ー
ボ

ー
ル
会
場
の
市
営
コ

1
卜
へ
お
よ
そ
四

五
分
お
成
り
に
な
る
乙
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。
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(第144号〉

バ
レ
ー
ボ
ー
ル
競
技

。
一
般
H

日
本
カ
ー
バ
イ
ド
魚
津
工
場

ム
監
督
H
原
菊
男

ム
選
手
H
浜
本
次
樹
、

高
倉
忠
応
、
菅

原
勉
、
藤
田
徳
二
、
谷
島
孝
誠
、
宮

崎
秀
光
、
石
川
明
夫
、
林
幸
忠
、
山

崎
栄
一
、
中
村
吉
成
、
金
子
徳
正

。
高
校
男
子
H
魚
津
高
校

ム
監
督
H
青
山
三
郎

ム
選
手
H
高
緑
泰
之
、
久
保
功
、

福
島

稔
、
石
崎
勝
永
、

・優
秀
夫
、
村
田
正

誠
、
武
田
久
雄
、

森
野
寿
紀
、
板
川

兼
三
、
高
倉
倭
一

、
中
村
松
太
郎
、

和
田
征
雄

。
高
校
女
子
H
魚
津
高
校

ム
監
督
日
板
屋
清
孝

ム
選
手
H
池
原
紀
子
、
浦
山
広
子
、
野

田
昌
子
、
大
崎
美
紀
子
、
渡
辺
容
子

竹
原
康
、
富
居
悦
子
、
清
水
百
合
子

長
能
勝
子
、
津
山
捷
子
、山
田
福
子
、

岩
城
小
夜
子

昭和33年 10月5日発行

高

校

野

球

高
校
野
球
日
魚
津
高
等
学
校

ム
監
督
H
浜
田
隆
志

ム
コ

ー
チ
H
宮
武
英
男

ム
選
手
H
村
椿
輝
雄
、
河
田
義
夫
、
吉

田
義
夫
、
平
内
政
次
、明
田
幸
雄
、盛

本
栄
光
、
東
金
利
雄
、
沢
崎
武
夫
、

板
沢
貢
、
林
美
能
留
、
貫
名
昭
夫
、

森
内
正
親
、
浦
島
武
、
合
谷
洋
志

報

;腫轟麗轟覇軍;
国民体育大会の秋季大会は、県下の各会場で二
十七種目にわたって競技がくりひろげられますが
富山県の選手団六百余名の活躍が期待されていま
す。 j

そのうち魚津市から県代表となって出場するチ
{ムを次に紹介して、心からその哲斗，を祈りまし

L ょう。

も一能(場君主税制巴盟関匹烈m'f

広市津魚

ラ
グ
ビ
ー
競
技

(昭和問9月13日)
第三種郵便物許可/

。
社
会
人
H

日
本
カ
ー
バ
イ
ド
魚
津
工

場
ム
監
督
H
吉
田
耕
助

ム
選
手
H

水
野
勇
、
萩
原
昌
弘
、
成
瀬

宏

司
、
長
崎
政
晴
、藤
森
晃
、前
田
茂

中
山
良
雄
、
幅
附
俊
之
、
米
国
階
、

小
西
普
感
、
水
野
勝
、
野
坂
宗
順
、

島
崎
正
敏
、
谷
島
勝
、
捜
坂
保
、
黒

田
昇
、
保
里
附
夫
、
島
崎
進

。
高
校
H
魚
津
高
校

ム
監
督
H
黒
川
哲
ニ

ム
選
手
H
山
口
茂
、
島
崎
又
一
、
河
口

博
、
大
久
保
才
待
、
椎
名
軍
兵
、
海

見
昭
、
寺
本
久
雄
、

土
肥
大
二
郎
、

荻
野
正
べ
野
坂
義
夫
、
兵
庫
績
、
細

川
勝
則
、
石
黒
勲
、
石
坂
満
、
稲
場

広

治

石

坂

博

石

川
賢

治

森

」

国
体
会
場
の
種
目

ム
富
山
市
日
陸
上
競
技
、
庭
球
、
体
操

バ
ス
ケ
ッ
ト、

自
転
車
、
弓
道
、
ラ
イ

フ
ル
射
撃
、
高
校
野
球
ム
高
岡
市
川
蹴

球
、
バ
レ

ー
ボ
ー
ル
、
ボ
ク
シ
ン
グ
、

軟
式
庭
球
、
軟
式
野
球
、
相
撲
、
バ
ト

ミ
ン
ト
ン
ム
滑
川
市
H
レ
ス
リ
ン
グ
、

ウ
エ
イ
ト
リ
イ
フ
テ
イ
ン
グ
ム
黒
部
市

H
高
校
野
球
軟
式
ム
大
沢
野

町
H
ク

レ
、
ラ
イ
フ
W
射
撃
ム
大
山
町
H
馬
術

A
上
市
町
H
柔
道
ム
立
山
町
H
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
ム
朝
日
町

u
軟
式
野
球
ム
八
尾

町
日
ハ
ン
ド
ボ
ー
ル
ム
婦
中
町
H
フ
エ

ジ
ン
グ
(
氷
見
ほ
か
七
会
場
略
)

(3) 

秋

の

大

掃

除

国
体
に
備
え
も
れ
な
〈

国
体
を
前
に
秋
の
大
掃
除
を
実
施
し

明
る
い
、
き
れ
い
な
街
に
い
た
し
ま
し

ょ
う
。
と
く
に
国
体
に
は
、

天
皇
、
皇

后
阿
陛
下
の
行
幸
啓
も
あ
り
、
み
ん
な

そ
ろ
っ
て
美
し
い
生
活
環
境
を
つ
く
り

ま
し
ょ
う
。

大
掃
除
の
日
程
は
次
の
と
お
り
で
す

今
回
は
市
街
地
を
主
体
に
行
な
わ
れ
、

乙
の
ほ
か
は
十
月
二
十
五
日
か
ら
三
十

日
ま
で
に
実
施
す
る
予
定
で
す
。

六
日
目
上
村
木
区
及
び
カ
ー
バ
イ
ド
引

込
線
よ
り
南
の
地
区
(
村
木
、

本
新
)

七
日
H
魚
津
一
区

八
日
日
魚
津
二
区

九
日
H
魚
津
三
区

十
日
H
魚
津
四
区

十

一
日
H
大
光
寺
、
友
道
、
本
江
区

な
お
こ
の
日
に
は
ゴ
ミ
集
め
と
下
水

等
の
消
毒
も
あ
わ
せ
て
行
う
こ
と
に
な

っ
て
お
り
ま
す
。

と
く
に
屋
外
は
、
水
間
り
や
下
水
を

掃
除
し
、
ド
プ
ザ
ラ
エ
を
行
っ
て
殺
虫

剤
を
ま
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た
家
の
ま
わ

り
や
道
路
ワ
キ
の
草
を
と
っ
た
り
、

隣

近
所
協
力
し
て
、

空
地
な
ど
話
し
合
っ

て
除
草
、
清
掃
し
ま
し
ょ
う。

屋
内
で
は
家
具
や
畳
は
す
べ

て
外
へ

運
び
風
通
し
を
よ
く
し
開
放
し
ま
し
ょ

《
J

。ネ
ズ
ミ
の
屍
体
及
び
栄
の
除
去
と
抑

入
、戸
棚
の
穴
を
修
理
し
た
り
、
大
掃
除

が
す
ん
だ
ら
床
下
、
畜
舎
、
納
屋
へ
殺

虫
剤
を
ま
い
て
お
き
ま
し
ょ
う
。
ま
た

各
戸
に
ゴ
ミ
箱
は
用
意
し
ま
し
ょ
う
。

国
体
期
間
中
の

臨

時

列

車

全
国
各
地
か
ら
集
る
選
手
役
員
、

一
般

観
覧
者
な
ど
で
国
体
期
間
中
は
混
雑
が

予
怨
さ
れ
ま
す
の
で
国
鉄
、
地
鉄
で
は

次
の
よ
う
に
臨
時
列
車
を
運
行
す
る
こ

天

神

山

か

広

〈

紹

介

観
光
案
内
板
も
取
り

つ
け

る

天
神
山
を
快
適
な
ハ
イ
キ
ン
グ
地
と

す
る
よ
う
い
ろ
い
ろ
準
備
を
す
す
め
て

き
ま
し
た
が
、
こ
の
た
び
頂
上
ま
で
の

道
路
も
ほ
ぼ
完
成
し
ま
し
た
。

天
神
山
ふ
も
と
は
先
住
民
政
の
遺
跡

地
と
し
て
ク
ロ

ー
ズ
ア

ッ
プ
さ
れ
、
さ

き
に
数
多
く
の
縄
文
式
土
器
、
・
石
器
類

が
発
掘
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
ら
と

あ
わ
せ
て
、
今
年
は
国
体
も
あ
り
ま
す

の
で
、
魚
津
の
観
光
地
と
し
て
全
国
に

水
族
舘
は
国
体
期
間
中

夜
間
関
舘
し
ま
す

一点

ー
郷
土
物
産
品
展
も
l
一
例

魚
津
水
族
館
は
、
国
体
期
間
中
は
夜
一
州

開
閉
館
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
一
也

ま
た
、
と
れ
に
あ
わ
せ
て
郷
土
の
物
一
蹴

産
品
の
展
示
会
や
絵
画
個
人
民
な
ど
も

お

催
す
乙
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
一
側

夜

間

開

館

一

柳

十
月
十
八
日
か
ら
二
十
三
日
ま
で

お

開
舘
時
間
は
午
前
八
時
か
ら
午
後
一
問

九

時

ま

で

一

郷
土
物
産
品
展

十
月
十
八
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で

絵
画
個
人
展

十
月
十
六
日
か
ら
二
十
四
日
ま
で

広
く
知
っ
て
い
た
だ
こ
う
と、

観
光
案

内
板
と
解
説
板
を
岡
山

一
帯
に
取
付
け

ま
し
た
。

と
れ
か
ら
秋
晴
れ
の
一
家
揃
つ
て
の

レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
職
場
の
ハ
イ
キ

ン
グ
に
ど
し
ど
し
お
出
か
け
下
さ
い
。

な
お
天
神
経
由
(
富
山
観
光
)
小
川

寺
経
由

(
地
鉄
バ
ス
)
の
便
が
あ
り
ま

す。
(
写
真
は
天
仙
仰
山
に
取
付
け
ら
れ
た
飢

先
案
内
板
)

と
に
な
り
ま
し
た
。

O
国
鉄
臨
時
列
車

十
月
十
九
日

魚

津

駅

発

富
山
駅
着

始

発

駅

玉、

O
四

五

、

四

二

魚

津

五
、
三

二

六

二

一

泊

九、
五

O

一
O
、
五

O

魚
律

富
山
駅
発
魚
律
・
駅
着

一
六
、
二
八

一
七、

一一

泊

行

一
八
、
一
O
一
八、
五

一

魚

作

止

十
月
二
十

日

|
二
十
三
日

魚

津

駅

発

富
山
駅
治

八
二
ニ
七

九

二

八

富
山
行

富
山
駅
発

魚

津

駅

活

一
六
、
二
八
一
七
、
一

一

泊

行

O
来
車
券
の
購
入
は
混
雑
す
る
と
思
わ

れ
ま
す
の
で
往
復
購
入
と
す
る
。

。
地
鉄
臨
時
電
車

魚
津
駅
発
電
鉄
魚
律
発
始
発
駅

四、

三

三

四

、
三
六

魚

津

五
、

O
六

五

、

O
八

桜

井

五

、

二

六

五
、
二

八

魚

津

な
お
地
鉄
で
は
午
前
六
時
半
項
ま
で
乗

車
す
る
万
に
は
料
金
の
制
引
が
予
定
さ

れ
て
い
ま
す
。

O
富
山
駅
か
ら
開
会
式
場
の
富
山
県
営

陸
上
競
技
場
ま
で
は
、
パ
ス
、
ハ
イ

ヤ
ー
の
輸
送
は
、

一
方
交
通
で
す
か

ム
魚
津
顕
示
H
東
洋
レ

ー
ヨ
ン
九
鱗
会

(バ
・
日
近
畿
)
オ
l
u
'岩
手
(
ラ
・

東
北
)
バ
レ

l
役
員
初

ム
旗
相
官旅
館
H
東
洋
レ
ー
ヨ
ン
愛
媛

(

パ
-H
四
国
)
エ
リ
ス
ク
ラ
プ
(
ラ
・

関
東
〉
オ
ー
ル
北
海
道
(
ラ
・
北
海

道
)
報
導
班

A
井
筒
日
株
式
会
社
ヤ
シ
カ
(
パ

・
日

北
信
越
〉
船
山
出
向
日

(バ
・
は
山

児
島
〉

ム
楽
遊
H
白
土
製
鉄
奈
闘
(
バ

・
山
花

海
道
)
オ

l
w
一禍
附
(
ラ
・
九
州
〉

-
ト
ヨ

タ
自
動
車
(
ラ

・
東
海
北
陸
)

報
導
班

ム
束
勝
亭
H

東
洋
レ

ー
ヨ
ン
愛
知
(
パ
'

日
東
海
〉
水
海
道
知
一
向
(
バ
・
目

茨
城
)
京
都
市
役
所
(
ラ
・
近
畿
〉

ラ
グ
ビ

ー
役
員
加

ム
牧
旅
館
H
オ
l

y
山

口

(
ラ
・
中
国

四
国
〉

ム
中
村
旅
館
H
時
習
館
高
(
パ

・
日
愛

知
〉

ム
坪
川
旅
館
H
大
分
工
業
高
(
パ

・
日

大
分
〉
彦
根
回
高
(
バ
・
日
滋
賀
〉

ム
宇
奈
月
旅
館
H
多
度
津
工
業
高
(
パ

・
日
香
川
〉

ム
石
田
屋
H
社
友
ク
ラ
プ
(
バ

・
ロ
東

北
〉

ム
阿
部
旅
館
H

消
防
高
(
パ

-
M
京
都
)

ム
天
の
屋
旅
館
H
保
原
高
(
バ

・
日
福

島
)

ム
北
越
旅
館
H
日
本
専
売
公
社
広
島
地

方
局
(
パ
・問
中
国
)

ム
港
旅
館
H
中
央
大
学
杉
並
高
(パ
・げ

東
京
〉
岐
阜
北
高
(
バ
・日
岐
阜
〉

ム
野
方
旅
館
H
笠
田
高
(
パ

・
行
和
歌

会 わ十技グ lバ 芸スすい展ポ各回で上 O 
場た 九ほピ ノレレ術ポ 0てをス種国第読十 区i ど徒山小|をら
自る点か l 、l競 l いひタ@体十 暫月 l去 が 歩 駅 学大経
慢各に三競ラボ技ツ まら lのの 三室九 体 |の者前校学て往

日間ポ|ぞはと前前公路
(問'7ま必なで 、会は

/、 |れずつ!日|復堂寓
)書:タ|て歩てり路で 山
ま 1 iい道い|は IllJ駅
て館展|持叫李??
図 |。 く 。大前笛市
哲 明 |乙柿 |山 役
僧 に ! と |附 大 所
|梢 | な 笛属 締前

まみ lの
すなの.も
さ競の
ん技 ば
のかか
ごらり
観は
覧じ国
をま体
おるは
待よま
ちうず
しでポ
てすス
い 。タ

九
月
の
人
ロ
動
態

人

口

四

六

、

一
二
ハ
人

世
術
数

九、

一
四
二
世
帯

出

生

五

一

人

死

亡

一

九
人

婚

姻

一

八

件

離

婚

二
件

山
〉

A
よ
し
の
や
H
仙
台
間
前
(
バ

・
間
宮

城
〉

ム
杉
森
旅
館
H
今
治
工
業
高
(
パ

・
同

愛
媛
〉

ム
北
山
鉱
泉
仁
右
エ
門
旅
館
H
城
東
高

。フ
・
徳
島
〉

ム
平
左
エ
門
旅
館
H
大
分
舛
鶴
商
(
ラ

・
大
分
)

ム
湯
元
旅
館
日
刊
工
業
高
(
ラ
・
三
重
)

秋
田
工
業
高
(
ラ
・秋
田
)

ム
池
上
旅
館
H
金
沢
二
水
両
(
ラ

・
石

川
〉

ム
与
八
旅
館
H
殴
応
高
(
ラ
骨
神
奈
川
)

ム
大
谷
鉱
泉
H
四
条
畷
高
(
ラ
・
大
阪
)

魚
津
会
場

選
手
宿
舎
一

覧
表

〔
〈
〉
内
は
種
目
、
約
的

人
員
、
県
名
の
順
〕

北
見
北
斗
高
(
ラ
・
北
海
道
〉

ム
し
む
ら
湯
旅
館
H
宇
都
宮
商
高
(
バ
・

日
栃
木
〉
前
橋
・
商
高
(バ
・
日
群
馬
)

ム
一
見
屋
H
保
普
高
(
ラ

・
東
京
)
浴

北
高
つ
フ
・京
都
〉

ム
山
下
旅
館
H
西
陵
高
〈
ラ

・
愛
知
)

ム
魚
津
館
H
熊
谷
商
工
高
(
バ

-m埼

玉
)
神
戸
高
校
〈
バ
・
同
三
重
〉

ム
金
雌
館
H
青
森
商
高

(ラ

・
青
森
〉

ム
美
浪
旅
館
日
盛
岡
商
高
(
パ

・
同
岩

手
)
福
岡
高
つ
フ
・
福
岡
)

ム
松
見
屋
H
新
潟
商
高

(
ラ
・
新
潟
)

ム
浜
浦
旅
館
日
大
類
高
(
ラ

・
山
口
)

ム
三
角
旅
館
H
石
和
高
(
パ

-m山
梨
)

ム
清
光
楼
H
直
方
高

(バ

・
行
福
岡
〉

ム
寺
主
楼
H
崇
徳
高
(
パ

-m広
島
〉

A
喜
楽
一ザ
H

佐
賀
工
高
(
バ
・
日
佐
賀
)

ム
望
月
亭
H
島
原
商
高
(
バ
・
日
長
崎
)

A
小
室
一ザ
H
日
本
鋼
管
(
バ
・
日
関
東
)

ム
舟
市
H
青
森
高

(バ
e
日
青
森
)

ム
夢
路
H

岡
山
東
商
高
(
バ

-M
岡
山
)

ム
克
楽
H
日
南
高
(
パ
・
は
宮
崎
〉

ム
鶴
の
湯
H
高
田
高
(
バ
・
行
奈
良
)

ム
松
の
湯
H
泉
尾
工
業
高
(
バ

・
お
大

阪〉

A
純
音
湯
H
輪
島
高
(
パ

・
日
石
川
〉

福
井
商
高
(
バ
・
日
福
井
)

ム
宮
内
吉
次
郎
日
藤
沢
高
(
パ

・
げ
神

奈
川
)
岡
谷
南
高
(
バ

mm長
野
)

ム
布
本
良
雄
日
釧
路
湖
陵
高
(
パ

・
仲間

北
海
道〉

ム
新
野
徳
代
日
山
形
南
高
(
パ

・
日
山

形
)
柏
崎
工
業
高
(
バ

・
日
新
潟
)

ム
松
本
与
次
郎
H
徳
島
商
・
両
(
バ
・
日
徳

島
)

ム
松
井
健
良
日
米
子
工
業
高
(
パ
・
日
鳥

取
〉

ム
田
代
忠
雄
H

熊
本
工
業
高
(
パ

-
H

熊
本
〉

ム
吉
崎
喜
三
右
エ
門
H
静
岡
商
高
(
バ

-M
静
岡
)

ム
宮
本
作
蹴
H
松
江
工
業
商
(
バ

・
川

島
根
)

ム
江
幡
源
蔵
H
高
知
商
高
(
パ

・
は
高

知
)

ム
大
崎
英
一

H
防
府
高
(
パ
・は
山
口
)

ム
谷
富
治
H
船
橋
高
(
パ

-m千
葉
〉

ム
四
十
沢
権
七
郎
日
姫
路
南
高

(
バ
・

げ
兵
庫
)

A
大
泉
寺
N
大
館
鳳
嶋
商

(
バ

-m秋

田
)
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追
加
予
算
三
千
五
百
余
万
円
を
可
決

(襲撃鎚桜島)報広市津魚昭和aa年1，0月5日発行(第1+1号〉

昭
和
三
十
三
年
版

富
山
県
勢
一
地
図
ポ

十
月
十
日
ま
で
に
申
込
受
付

富
山
県
統
計
諜
で
は
、
国
体
を
迎
え
県

内
外
に
広
く
富
山
県
を
紹
介
す
る
と
と

も
に
、
合
併
に
よ
っ
て
、
従
来
の
行
政

区
画
が
大
巾
に
変
更
に
な
っ
た
の
で
新

ら
し
い
行
政
区
画
に
よ
る
地
図
(
二
十

万
分
の
一
)
を
発
刊
し
ま
し
た
。

希
望
者
は
十
月
十
日
ま
で
に
市
役
所
企

画
室
へ
申
込
ん
で
下
さ
い
。
一
部
六
十

円
で
す
。

内

容表
:
・
全
図
、
市
町
村
一
覧
図
、
交
通

観
光
図
等

裏
i
政
治
、
経
済
、
産
業
、
文
化
の

現
混
及
び
観
光
写
真
掲
載

百日ぜき予防注射のbしらせ
百日せき予防注射は、次の日程で行われます0該当する
方は必ず受けて下さい。

該当者

初回免疫者=昭和32年7月 1日から33年5月31日まで生ま
れたもの

迫加免疫者=昨年初回免疫を受けたもの

予防法射回

i|;;:i;日fi:;i;li
~I 診小出下出出小小小出 b 小|塞

;|憲議鶏綜読書 q 断書
l 十
l 丹
空 |十十十
蒔l四四三十九九八八否
き|十 H 干 1_1盤
マτl一三三三二二二二二 月|月I~.)
fl月十中十十十十十十す十十十 1.-.1三
1五一 I I 九九八八七七六四ー三旧|回

み
ん
な
揃
っ
て
-
し
あ
わ
ぜ
に

赤
い
羽
根
募
金
に
ご
協
力
を

ハ
魚
津
市
精
防
本
部
〉

住
み
よ
い
社
会
を
建
設
す
る
た
め
.
校
一

下
地
域
社
会
福
祉
協
議
会
の
事
業
資
金

一

に
も
配
分
さ
れ
、
大
き
な
役
割
を
果
し
一

て

も

い

ま

す

。

-

富
山
県
の
共
同
募
金
目
標
額
は
壱
千

-

四
百
万
円
で
、
魚
津
市
へ
の
目
標
額
は
一

六
二

O
、

O
二
O
円
と
な
っ
て
お
り
、
一

乙
れ
は

一
世
帯
当
り
約
七
五
円
の
割
と一
f

/

な

り

ま

す

。

一

み
ん
な
の
幸
福
の
た
め
国
民
た
す
け
一

あ
い
共
同
募
金
運
動
に
一

層
の
協
力
を
一
¥

い
た
し
ま
し
ょ
う
。

関
東
、
東
海
地
方
、
新
湊

市
の
風
水
害
羅
災
者
に

義
援
金
品
を
募
集

い「耳(騒
ねつiラ ー
」ぃ:ヂ雪
でJオ
に{のー
君・騒
も:音掃
協~­
力i掃
しT運
てL動
も1十
ら白月
いJ中
た~\...I

国

土

建

設

郵
便
貯
金
増
強
運
動
始
ま
る

ど
存
じ
の
と
お
り
郵
便
貯
金
は
、
皆

さ
ん
の
家
庭
を
明
る
く
し
ぜ
い
そ
の
辻
学

校
射
撃
だ
り
¥
道
路
を
な
紅
H
M
M
m
h

水
道
や
住
宅
を
た
て
る
た
め
に
、
た
い

へ
ん
役
立
っ
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
誰

に
も
知
ら
れ
る
心
配
も
な
く
、
税
金
も

か
か
ら
ず
と
自
由
に
、
し
ら
ず
/
¥
み

な
さ
ま
の
財
産
を
ふ
や
し
て
お
り
ま

す。
九
月
一
日
か
ら
十
月
三
十
一
日
ぽ
代

国
土
建
設
郵
便
貯
金
特
別
増
強
運
動
が

実
施
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
豊
か
な
明
る

い
く
ら
し
の
設
計
の
た
め
に
、
こ
の
運

動
に
御
協
力
下
さ
る
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

一
呼
び
か
け
の
乙
と
ば
…

-
貯
蓄
で
安
定
輸
出
で
発
展

.
郵
便
貯
金
で
国
土
の
建
設

寄

付
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二
十
二
号
台
風
で
甚
し
く
被
害
を
蒙

っ
た
関
東
、
東
海
地
方
並
び
に
新
湊
市

の
気
の
毒
な
人
た
ち
に
見
舞
金
品
を
お

く
る
こ
と
と
な
り
、
次
の
よ
う
な
方
法

で
義
援
金
品
を
募
集
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。

見
舞
金
は
で
き
る
だ
け
一
世
帯
二
十

円
以
上
を
お
願
い
し
、
見
舞
品
は
日
用

品
、
衣
類
な
ど
を
、
十
月
十
日
ま
で
に

社
会
福
祉
事
務
所
ハ
下
野
方
出
張
所
内

)
に
届
け
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て

い
ま
す
。

な
お
各
出
張
所
で
も
取
ま
と
め
包
材
り

ま
す
。

壱

万

円上

村

木

石

淵

三

郎

(
亡
母
ヤ
イ
香
典
返
枯
の
一
部
を
社
会

福
祉
援
護
金
と
し
て
)

五

千

円

本

江

木

下

庄

作

(
母
死
去
に
よ
る
香
志
を
社
会
福
祉
援

護
金
と
し
て
)

五

千

円

本

江

木

下

圧

作

(
母
死
去
に
よ
る
香
志
を
市
立
愛
育
園

へ
〉

今
後
の
住
宅
対
策
の
資
料
に

I食事務員費量|
総
理
府
統
計
局
で
は
、

十
月
一
日
現
在
を
も
っ

て
全
国
的
に
住
宅
統
計

調
査
を
実
施
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

信
宅
統
計
図
査
は
、
置

の
基
本
的
な
統
計
調
査

の

一
つ
で
、
昭
和
二
十

三
年
以
来
、
五
年
ご
と

に
行
わ
れ
て
き
ま
し

た。

鉢
都
港
の
羅
災
者
お
も

今
回
の
調
査
で
は
、
全
国
か
ら
く
じ
引

去
る
九
月
十
四
日
、
松
倉
地
区
鉢
部
一
で
え
ら
ん
だ
地
域
に
つ
い
て
、
そ
の
中

落
十
余
一戸
が
焼
失
し
ま
し
た
が
、
二
十
一
の
全
部
の
住
宅
と
そ
の
居
住
世
帯
を
調

日
民
生
委
員
会
で
、
こ
れ
ら
の
擢
災
者
一

査
す
る
と
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

に
義
援
金
を
集
め
る
こ
と
に
き
め
ま
し
一
回
牽
す
る
己
と
が
ら
は
、
家
の
坪
数
、

た
。
現
在
ま
で
多
数
の
義
援
金
品
が
届
一
畳
数
、
構
造
、
盤
築
時
期
、
持
歯
車
か
借

け
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
な
お
一

一層
の
あ
一
家
か
窓
賃
(
間
代
)
な
ど
、
建
物
に
っ

た
た
か
い
御
協
力
を
の
ぞ
ん
で
お
り
ま
一
い
て
の
ζ
と
が
ら
と
、
職
業
、
動
労
世

す

。

一

帯

の

一

カ

月

当

り

の

牧

入

な

ど

で

す

。

間
査
地
域

魚
津
H
金
浦
町
、
金
屋
町
の
西
部
、
下

材
木
町
北
部
、

真
成
寺
町
南
部
、
新
下

猟
師
町
の
西
部
、
下
猟
師
町
飛
地
と
北

部
、
田
方
町
西
部
、
大
町
東
北
部
と
南

部
、
八
代
町
東
部
、
橋
場
町
、
新
上
猟

師
町
中
部

下
中
島
H
住
吉
南
東
部

上
中
島
日
湯
上

松
倉
H
観
音
堂
、
室
田
、
小
菅
沼
、
池
谷

上
野
方
日
大
海
寺
野
村
中
部

下
野
方
H
本
江
東
部

片
員

u三
ケ
、
島
尻
北
部

加
積
H
袋
、
横
枕

道
下
H
青
島
(
社
宅
の
北
部
、
旧
村
木

十
二
区
、
本
新
の
県
道
南
側
、
釈
迦
堂

中
部
、
小
川
田
団
地
〉

経
回
日
浜
経
団
向
町
(
南
)
江
口
、
西

尾
崎
の
一
部

天
神
日
青
柳
、
東
山
の
一
部

西
布
施
日
小
川
寺
南
部

青
少
年
指
導
に
尽
さ
れ
た

三
氏
に
感
謝
飲

魚
津
市
教
・育
委
員
会
で
は
、
青
少
年
指

導
に
功
績
の
あ
ヴ
た
氏
の
三
氏
に
感
訴

状
を
贈
り
下
そ
の
労
を
感
謝
し
た
。

貫
和
富
雄
氏
。
ユ
ケ
)
三

LZJ

夏
休
み
中
、
ラ
ジ
オ
体
操
の
会
を
、

自
費
を
も
っ
て
出
席
・カ
l
ド
を
作
り

毎
朝
‘
d

神
社
境
内
市
山熱
心
に
指
導
と

U

世
話
を
さ
れ
、
ま
た
、
海
水
浴
や
大

岩
山
な
ど
へ
連
れ
た
り
し
て
、
子
供

達
か
ら
大
層
敬
慕
さ
れ
可
四
年
間
も

つ
づ
け
ら
れ
た
。

注

高
田
久
義
氏
(
文
化
町
)

日
頃
、
子
供
達
の
指
導
者
と
し
て
ん11

2ま
た

が

常

談

・運

砕

法

長

朱

の
問
、

青
少
年
を
は
ぐ
く
み
、
児
童

ク
ラ
プ
の
中
心
と
な
っ
て
育
例
制
剖

善
導
を
ざ
れ
た
。

浜
住
隆
氏
(
新
下
猟
師
町
)

子
供
ク
ラ
プ
で
紙
芝
居
や
幻
灯
を
や

っ
た
り
、
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
開

い
た
り
し
て
子
供
た
ち
か
ら
親
し
ま

れ
信
頼
を
あ
つ
め
た
$

-
貯
蓄
怯
明
日
へ
の
力

.
手
近
で
便
利
な
郵
便
貯
金

(
魚
津
郵
便
局
)

身
体
障
害
者
福
祉

相
談
員
を
委
喝

富
山
県
で
は
、
身
体
に
障
害
の
あ
る

も
の
が
早
く
社
会
経
済
活
動
に
加
わ
る

こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
身
体
障
害
者

を
指
導
し
た
り
、
相
談
を
受
け
た
り
す

る
身
体
障
害
者
福
祉
相
談
員
を
置
く
こ

と
に
き
め
ま
し
た
。

当
市
の
相
談
員
に
は
次
の
方
が
委
嘱

さ
れ
ま
し
た
。

前
田
浅
次
(
本
江
)
道
音
林
治
(
観

音
堂
)
長
勢
栄
作
(
角
川
町
)
石
川

石
松
(
岡
経
団
〉
石
崎
七
郎
(
下
猟

師
町
)

過
日
、
某
地
方
新
聞
紙
上
に
「
市
役
こ
の
よ
う
な
放
浪
者
の
来
訪
は
一
日
相

所
は
不
親
切
」
と
い
う
刑
余
者
の
訴
え
当
数
に
の
ぼ
り
、
乙
と
に
執
務
時
間
外

が
掲
載
さ
れ
た
が
、
早
速
そ
の
実
情
を
や
休
日
等
、
係
員
が
い
な
い
と
き
に
計

調
査
し
た
と
こ
ろ
、
事
実
と
は
甚
だ
違
画
的
に
訪
れ
て
無
心
に
及
ぶ
者
す
く
な

っ
て
お
り
、
当
日
の
日
直
者

(
女
子
職
く
な
く
、
応
待
の
態
度
に
い
ん
ね
ん
を

員
〉
の
応
待
は
、
む
し
ろ
よ
く
そ
の
責
つ
け
た
り
、
む
や
み
な
同
情
を
強
い
る

を

果

し

た

悪

質

な

脅

至

当

な

も

「

市

役

所

は

不

親

切

」

と

い

う

迫

漢

の

横

の
で
あ
る

。

行
を
見
て

こ

と

が

わ

記

事

に

つ

い

て

い

る

現

状

か

り

ま

し

日

直

者

の

処

置

は

至

当

で

す

。

た

。

日

直

日

頃

親

切

者
は
終
始
親
切
と
同
情
を
も
っ
て
接
し
を
モ
ッ
ト
ー
と
し
て
明
朗
化
に
つ
と
め

慣
例
と
な
っ
て
い
る
隣
接
市
ま
で
の
旅
る
市
役
所
職
員
に
と
っ
て
ト
と
の
た
び

費
二

O
円
の
ほ
か
、
自
分
の
中
食
に
携
の
刑
余
者
の
訴
え
に
よ
る
新
聞
沙
汰
は

え
た
パ
ン
と
ポ
ケ
ッ
ト
マ
ネ
ー
一

O
O
ま
と
と
に
心
外
な
乙
と
で
す
。

円
を
与
え
よ
う
と
し
た
が
、
放
浪
者
は
な
お
押
売
り
や
そ
の
ほ
か
に
類
す
る
行

乙
の
日
直
者
の
誠
意
に
対
し
そ
の
言

葉

為

を
す
る
も
の
に
対
し
て
は
今
後
防
犯

尻
に
か
ら
み
、
そ
の
上
す
ご
い
捨
せ
り
組
合
や
市
民
の
皆
さ
ん
の
臨
機
応
変
の

ふ
を
の
こ
し
て
立
去
り
。ま
し
た
。
処
置
と
協
力
が
の
ぞ
ま
れ
る
次
第
で
す

寺
崎
氏
か
ら

図
書
二

O
O冊
が
寄
贈

こ
の
ほ
ど
、
角
川
町
、
寺
崎
新
一
郎
氏

よ
り
約
二

O
O冊
の
図
書
の
寄
贈
を
受

け
ま
し
た
。
主
な
書
名
は

春
の
山
か
ぜ
(
丹
羽
文
雄
)
化
学
の

克
服
(
川
島
源
司
)
反
省
の
哲
学
(
赤

神
良
譲
〉
女
に
つ
い
て

l
反
女
性
論
的

考
察

1
(村
上
信
彦
)
読
書
と
人
生
(

三
木
清
)
パ
イ
ロ
ン
詩
集
(
中
川
充
〉

運
命
の
原
理
(
谷
口
雅
春
)
阿
片
(
コ

ク
ト
〉
文
学
と
与
論
(
古
賀
米
吉
〉
払

関
西
帯
都
規
制
逆
辞
典
(
野
口
洪
基
川

碧
巌
録
大
講
座
五

i
一
五
(
加
藤
剛
堂

)
囲
碁
初
心
の
手
引
(
阿
部
亀
治
郎
〉

若
い
手
帖
(
北
条
誠
)
剣
禅
一
如
(
結

城
令
聞
)
魔
術
師
(
江
戸
川
乱
歩
)
等

回
剛
幽キ品
目
位
揃r山
/
山
河
J

圃
書
館
の
虫
ぼ
し
が
始
ま
砂
ま
す

毎
日
沢
山
な
方
の
ご
利
用
で
、
汚
れ
た

本
、
傷
ん
だ
本
が
一
年
分
た
ま
っ
て
大

へ
ん
な
数
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
を

修
理
し
た
り
、
掃
除
を
す
る
た
め
に
、

+
周
穴
目
(
月
)
か
ら
+
=
日
(
目
〉
ま
で

七
日
間
、
虫
ぽ
し
休
舘
を
致
し
ま
す
。

読
書
の
秋
に
休
舘
は
し
の
び
な
い
の
で

す
が
、
二
十
七
日
か
ら
の
読
書
週
間
に

備
え
、
や
む
を
え
な
い
と
存
じ
ま
す
の

で
ご
了
承
願
い
ま
す
。


